
公益社団法人日本キャンプ協会
設立５５周年記念キャンプ大会
【ビジョン2020事例報告】

題名：一般社団法人茨城県キャンプ協会

「CAMPING PLUS」について

～ 地方からキャンプの魅力を発信する～

２０２１年９月１８日（土）１４：３０～１５：００

関東ブロック 園部高生



一般社団法人茨城県キャンプ協会

１９９８年「茨城県キャンプ協会」発足リリー保育福祉専門学校内

２０００年アメリカカリフォルニア州にてキャンプ研修会開催

２００８年設立１０周年を記念し、茨城県立里美野外活動セン

ター指定管理者入札（４団体）参加

２００９年茨城県立里美野外活動センターの管理運営スタート

２０１８年設立２０周年記念式典開催（水戸市内ホテルにて）

２０２１年法人化へ「一般社団法人茨城県キャンプ協会」発足

里美野外活動センターの動画をご覧ください。





２０２０年４月～コロナ禍により

運営の柱である里美野外活動センター
の経営危機を迎える。

団体客９割キャンセルに加え、インス
トラクター退会者が増加した。



近代建築の父：アントニン・レーモンド
が設計した里美野外活動センターをPR

【レーモンド設計事務所提供】 １９７２年竣工茨城県立里美野外活動センター



テレビ

①全国ゴールデンタイムでの影響力大。

②全国視聴率１０％の番組１５秒でも数十万人が視聴。
③ローカル局の場合でも数万人が視聴。

パブリシティ（効果として期待されるメディア）

新聞

①全国５紙(朝日・読売・毎日・産経・日経)数万人に

訴求される。

②地方紙１０～２０万部(茨城：１２万２千部) 数千人に

訴求される。 「戦略的パブリシティ」・記者クラブ聞き取りから引用



NHK水戸放送



明利酒類株式会社

沿革 江戸時代末期創業

昭和２５年法人化へ



NHK出演からのパブリシティ効果

茨城県キャンプ認知度、信頼度、信用度があがる。

社会的ポジション（外部評価）があがる。

（その他の効果）

•相手から仕事の相談を受けることが多くなった。

•県の観光協会等からも広報の申し出が来た。

•さらにマスコミからの問い合わせが増えた。

•記事の効果もあり人材が集まる。

•スタッフのモチベーションがあがる。

•会員が協会を誇りに思う。



相談内容：キャンプ用お酒の開発について

NHKの放送を見て、県立里美野外活動
センターの運営に協力したいと思った。

番組ではソロキャンプが流行と知った。

茨城県はキャンプ場数が日本一である。

お酒でキャンプに貢献したい。





転載禁止



◎メディア露出

・茨城新聞
・水戸経済新聞
・ネットニュース７社

◎その他

・茨城県観光物産課HP

・日本キャンプ協会HP

・明利酒類株式会社HP

他

写真転載禁止



①道の駅：道の駅かつら（写真右上）

②キャンプ場：城里町総合野外活動
センターふれあいの里

（写真右下）

③明利酒類株式会社・他ネット販売



CAMPING PLUSの目的

①ソロキャンパー向けのお酒として開発

（キャンプでコミュニケーション）

②茨城県は「キャンプ場数日本一」

「関東酒蔵数一位」をPR

③茨城県立里美野外活動センター維持管理

のための寄付



お知らせ

当センターより
１０月９日(土)

焚火カフェを
オープンします！

茨城のアウトドア
ショップと組み、
人気の
焚火台を用意
しました。

テントで寝泊り
するには
ハードルが高い
方向けの焚火と
自然散策+
レーモンド設計
の歴史的建築物
をご覧ください。



『茨城県北ロングトレイル』とコラボ

●地域文化とキャンプを通した全長320㎞の旅
●６市町の里山地域,文化,環境,キャンプの融合

㈱ナムチェバザール社長 和田幾久郎プロジェクト代表


